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   Wir konnten einen Fall der  traumatischen Harnrohrenfisteln des Penisteiles durch  Boe-
minghaussche M thode zur Heilung bringen. 
 Ein Kranke (54 Jahre) litt an einer Harnfisteln am Penisteile. Der Fistelrand zeigte eine 
breite Narbe, so passten wir eine Plastik nach dem gestielten Hautlappen an  und erzielten 
einen guten  Erfolg. 
 Urn diese Operation  auszufiihren its die Indikation unbedingt erforderlich, aber auch die 
folgende Verfahren sind von grosser  Wichtigkeit  ; d.h. Anlegen der Blasenfisteln vor der 
Operation,  Urethralspfilung der Nachoperation  und Schutz gegen Leimung der  dusseren  Ure-
thralmiindung. 
































づけられ・位 置・形等に よつて種 々の処置を取 症
る必要があ る.
殊 に陰茎尿道痩に関 しては,そ の解剖学的構
造 より治療 に当つて一層細心の注意を要 する.
我々は,H.BoeminghausのUrologie
(QperativeTherapie)に言己載 された方法 に














圃(牒 中1.s[{Lのル ンが ター にtaさま頑 傷)某繊 入院








糸状 ブ ジーーによる尿道 拡張 フLジー
旦
昭 和33.6.1.糸状ブージー切 れ膀胱 内嵌入
畢 。 、.
昭 和53.7.22.〔1)月膏胱 高イ立切 閲 によリ糸 状 フーンー除 去
〔2}外尿 道 切 聞 術
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680 佐々木 ・岡島 ・近藤一陰茎尿道痩の1例
第皿表 検 査 成 績
入 院 時 術 律










































































































異 常 な し
ア ル カ リ 性
蛋 自1(-H-)
























































異 常 な し一
尿道痩成形術には,陰爽皮膚からの皮膚移殖による方





陰嚢は,1%ア クロマイシソ0.5%ハイ ドロコー トン
軟膏を局所に外用した.治療約10日で痩孔辺縁は乾燥






　ゆ コ ノ く　


































































次に第W図 の如 く,残した皮膚弁を剥離 して尿道繧































前記 した如 く,尿 道棲 の治療に関 しては,そ
の原因,位 置,形 に よって治療法 が決定 される











我 々の治験例 は外傷性陰茎尿道痩 に属す るも
のであ り,痩 孔周囲の皮膚が広 く癩痕 となつて
いたので前述のH.Boeminghausに記載 され
ている陰嚢皮膚弁移植による方法で成功 した.
この手術の成功 の鍵は,適 応の決定 と,手 術に
際 して細心の注意が必要 な事 は勿論 であるが,
術前の尿路 の変更,術 後 の尿道洗灘及び外尿道
口の膠着 を防 ぐための ワセ リン塗布等の処置 も
重要 なものであ り,こ れを怠つては手術の成功
は得 られ ない と考えられ る.
(本論文の要旨は,第4回 日本泌尿器科学会関西地
方会に於いて発表した)
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